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(57)【要約】
　本発明は関連音響コンテンツ提供システム、方法、サ
ービスサーバーおよび終端端末に係り、さらに詳しくは
、終端端末において再生中または記憶中の音楽ファイル
の全部または一部を移動通信端末の利用中に用いられる
各種の音響に使用できるようにする技術に関する。本発
明に係る関連音響コンテンツ提供システムは、近距離通
信網を介して移動通信端末と接続され、再生中または記
憶中の音楽ファイルに対応し、移動通信端末の利用中に
用いられる関連音響コンテンツを移動通信端末に送信す
ることをサービスサーバーに要請する終端端末と、近距
離通信網を介して前記終端端末に接続され、移動通信網
を介してサービスサーバーと接続され、前記終端端末と
サービスサーバーとの間のデータ転送を司り、サービス
サーバーから関連音響コンテンツをダウンロードして使
用する移動通信端末と、移動通信網を介して前記移動通
信端末に接続され、前記終端端末の関連音響コンテンツ
の送信要請を受けて前記音楽ファイルに対応する関連音
響コンテンツを前記移動通信端末に送信するサービスサ
ーバーと、を備える。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　近距離通信網を介して移動通信端末と接続され、再生中または記憶中の音楽ファイルに
対応し、移動通信端末の利用中に用いられる関連音響コンテンツを移動通信端末に送信す
ることをサービスサーバーに要請する終端端末と、
　近距離通信網を介して前記終端端末に接続され、移動通信網を介してサービスサーバー
と接続され、前記終端端末とサービスサーバーとの間のデータ転送を司り、サービスサー
バーから関連音響コンテンツをダウンロードして使用する移動通信端末と、
　移動通信網を介して前記移動通信端末に接続され、前記終端端末の関連音響コンテンツ
の送信要請を受けて前記音楽ファイルに対応する関連音響コンテンツを前記移動通信端末
に送信するサービスサーバーと、
　を備える、関連音響コンテンツ提供システム。
【請求項２】
　前記終端端末は、音楽ファイルの一部を前記サービスサーバーに転送し、前記サービス
サーバーは、受信された音楽ファイルの一部を基に関連音響コンテンツを生成することを
特徴とする請求項１に記載の関連音響コンテンツ提供システム。
【請求項３】
　有線通信網を介して前記サービスサーバーと接続され、前記音楽ファイルに対応する音
源を前記サービスサーバーに送信するアプリケーションサーバー
　をさらに備え、
　前記終端端末は、音楽ファイルの区間を示すオフセット情報を前記サービスサーバーに
転送し、前記サービスサーバーは、前記オフセット情報を基にアプリケーションサーバー
から音源を検索し、検索済みの音源からオフセット情報に対応する区間に対して関連音響
コンテンツを生成することを特徴とする請求項１に記載の関連音響コンテンツ提供システ
ム。
【請求項４】
　移動通信網または有線通信網を介して前記サービスサーバーと接続され、前記サービス
サーバーから移動通信端末に関連音響コンテンツが提供された場合に、前記移動通信端末
に対して課金を行う課金サーバー
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の関連音響コンテンツ提供システム。
【請求項５】
　移動通信網を介してデータを送受信する通信部と、
　前記通信部を介して受信された移動通信端末の情報を管理する移動通信端末管理部と、
　前記通信部を介して受信された終端端末の情報を管理する終端端末管理部と、
　前記移動通信端末と終端端末との間の通信を中継する近距離通信網の情報を管理する近
距離通信網管理部と、
　前記移動通信端末の情報、終端端末の情報および近距離通信網の情報を記憶する記憶部
と、
　各構成要素の動作を制御するが、前記終端端末から関連音響コンテンツの送信要請を受
けた場合に、前記終端端末から受信した音楽ファイルを基に関連音響コンテンツを生成し
、前記通信部が生成された関連音響コンテンツを移動通信端末に送信するように制御する
制御部と、
　を備える、関連音響コンテンツ提供サービスサーバー。
【請求項６】
　前記制御部は、前記移動通信端末管理部において管理される移動通信端末のハードウェ
ア仕様情報を基に、前記関連音響コンテンツの変換要否を判断し、前記判断の結果、変換
する必要がある場合に、関連音響コンテンツを変換する動作をさらに行うことを特徴とす
る請求項５に記載の関連音響コンテンツ提供サービスサーバー。
【請求項７】
　前記制御部は、前記終端端末から音楽ファイルの区間を示すオフセット情報のみを受信
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した場合に、アプリケーションサーバーから音源を検索し、検索済みの音源からオフセッ
ト情報に対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成することを特徴とする請求項５
に記載の関連音響コンテンツ提供サービスサーバー。
【請求項８】
　近距離通信網を介してデータを送受信する通信部と、
　ユーザーの指令が入力される入力部と、
　音楽ファイルを再生する再生部と、
　各構成要素の動作を制御するが、入力部を介して入力されたユーザーの指令に応じて、
音楽ファイルに対する関連音響コンテンツを移動通信端末に送信することを要請するメッ
セージを移動通信端末を介してサービスサーバーに送信する制御部と、
　を備える、関連音響コンテンツ要請終端端末。
【請求項９】
　前記制御部は、前記通信部が音楽ファイルの一部をサービスサーバーに送信するように
制御することを特徴とする請求項８に記載の関連音響コンテンツ要請終端端末。
【請求項１０】
　前記制御部は、前記通信部が音楽ファイルの区間を示すオフセット情報をサービスサー
バーに送信するように制御することを特徴とする請求項８に記載の関連音響コンテンツ要
請終端端末。
【請求項１１】
　終端端末が近距離通信網を介して移動通信端末に接続され、前記移動通信端末とサービ
スサーバーとが移動通信網を介して接続され、前記サービスサーバーとアプリケーション
サーバーとが有線通信網を介して接続されたシステムによる関連音響コンテンツの提供方
法において、
　ａ）前記終端端末が移動通信端末を介してサービスサーバーに接続されるステップと、
　ｂ）前記終端端末が音楽ファイルに対する関連音響コンテンツの提供をサービスサーバ
ーに要請するステップと、
　ｃ）前記終端端末が音楽ファイル情報をサービスサーバーに送信するステップと、
　ｄ）前記サービスサーバーが音楽ファイル情報を基に関連音響コンテンツを生成するス
テップと、
　ｅ）前記サービスサーバーが関連音響コンテンツを移動通信端末に送信するステップと
、
　を含む、関連音響コンテンツの提供方法。
【請求項１２】
　ｄ－１）前記ステップｄ）において生成された関連音響コンテンツを移動通信端末のハ
ードウェア仕様に応じて変換するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の関連音響コンテンツの提供方法。
【請求項１３】
　前記ステップｂ）において、前記終端端末は、音楽ファイルの一部を前記サービスサー
バーに転送し、前記ステップｄ）において、前記サービスサーバーは、受信した音楽ファ
イルの一部を用いて関連音響コンテンツを生成することを特徴とする請求項１１に記載の
関連音響コンテンツの提供方法。
【請求項１４】
　前記ステップｂ）において、前記終端端末は、音楽ファイルの区間を示すオフセット情
報を前記サービスサーバーに転送し、前記ステップｄ）において、前記サービスサーバー
は、アプリケーションサーバーから音源を検索し、検索済みの音源からオフセット情報に
対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成することを特徴とする請求項１１に記載
の関連音響コンテンツの提供方法。
【請求項１５】
　ｆ）前記サービスサーバーが前記終端端末に結果メッセージを送信するステップ
　をさらに含むことを特徴とする請求項１１に記載の関連音響コンテンツの提供方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は関連音響コンテンツ提供システム、方法、サービスサーバーおよび終端端末に
係り、さらに詳しくは、終端端末において再生中または記憶中の音楽ファイルの全部また
は一部を移動通信端末の利用中に用いられる各種の音響に使用できるようにする技術に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　最近の情報通信技術の発展には目を見張るものがあり、これに伴い、文書、イメージお
よび動画など（以下、説明の便宜のために、特に言及のない限り、「文書、イメージおよ
び動画など」は、「コンテンツ」と略称する。）を再生可能なＭＰ３（ＭＰＥＧオーディ
オレイヤー）プレーヤー、パーソナルマルチメディアプレーヤー（ＰＭＰ：Ｐｅｒｓｏｎ
ａｌ Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ Ｐｌａｙｅｒ）、ウルトラモバイルパソコン（ＵＭＰＣ：Ｕ
ｌｔｒａ Ｍｏｂｉｌｅ Ｐｅｒｓｏｎａｌ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）などの様々な終端端末が
用いられている。この種の終端端末は、ユーザーが所望するコンテンツをパソコン（ＰＣ
）からダウンロードして再生するが、ユーザーが移動中であるか、あるいは、ＰＣと接続
不能な状況では所望のコンテンツをダウンロードすることができないという不都合がある
。
【０００３】
　上述した不都合を解消するために、終端端末にブルーテゥース、ウルトラワイドバンド
（ＵＷＢ：Ｕｌｔｒａ Ｗｉｄｅ Ｂａｎｄ）などの近距離無線通信網に接続可能な通信手
段を付加し、終端端末と移動通信端末とを近距離通信網を介して接続する技術が提案され
ている。
【０００４】
　一方、移動通信端末は、ユーザーの様々な好みおよびニーズに対応するために、各種の
音響効果（ここで、音響効果は、着うた、着メロ、着信音、受信音、動作音など移動通信
端末の利用中に使用可能なあらゆる音響効果を含む）を使用する。このような音響効果は
製造社から基本的に提供されるが、提供される音響効果はユーザーの好みおよびニーズを
完全に満足させるものではなかった。様々なユーザーの好みおよびニーズに対応するため
に、通信社や協力会社などは、音響効果を持続的に生成して供給している。ユーザーは、
所望の音響効果をインターネットや移動通信端末の操作により検索し、検索済みの音響効
果をダウンロードして使用する。
【０００５】
　一方、ユーザーが終端端末を用いて音楽を聴取する間に、聴取中または記憶中の音楽フ
ァイルの全部または一部を移動通信端末の音響効果に使用したい場合がある。この場合に
、ユーザーは、聴取中または記憶中の音楽ファイルに対応する音響効果（以下、「聴取中
または記憶中の音楽ファイルに対応する音響効果」は、「関連音響コンテンツ」と略称す
る。）をコンピューターや移動通信端末を用いて検索し、検索結果があれば、これをダウ
ンロードして使用すればよい。しかしながら、検索結果がなければ、ユーザーは、終端端
末の音楽ファイルをサービスサーバーに提供し、サービスサーバーにおいて生成された関
連音響コンテンツをダウンロードして使用しなければならない。ところが、これは極めて
多数の段階を経ることを余儀なくされるため、使い勝手が悪いという不都合がある。この
ような不都合を解消するために、音楽ファイルを移動通信端末用の関連音響コンテンツに
変換してコンピューターにおいて実行可能なプログラムの形で提供する技術が提案されて
いる。しかしながら、この方法は、ユーザーがコンピューターやファイル構造に関する高
レベルの知識を有する必要があるため、普及し難いという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　本発明は上述した従来の技術による問題点を解消するためになされたものであり、その
目的は、ユーザーが終端端末において再生中または記憶中の音楽ファイルの全部または一
部を移動通信端末において使用可能な関連音響コンテンツとして提供する技術を提供する
ところにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した目的を達成するために、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ提供シス
テムは、近距離通信網を介して移動通信端末と接続され、再生中または記憶中の音楽ファ
イルに対応し、移動通信端末の利用中に用いられる関連音響コンテンツを移動通信端末に
送信することをサービスサーバーに要請する終端端末と、近距離通信網を介して前記終端
端末に接続され、移動通信網を介してサービスサーバーと接続され、前記終端端末とサー
ビスサーバーとの間のデータ転送を司り、サービスサーバーから関連音響コンテンツをダ
ウンロードして使用する移動通信端末と、移動通信網を介して前記移動通信端末に接続さ
れ、前記終端端末の関連音響コンテンツの送信要請を受けて前記音楽ファイルに対応する
関連音響コンテンツを前記移動通信端末に送信するサービスサーバーと、を備える。
【０００８】
　前記関連音響コンテンツ提供システムにおいて、前記終端端末は、音楽ファイルの一部
を前記サービスサーバーに転送し、前記サービスサーバーは、受信された音楽ファイルの
一部を基に関連音響コンテンツを生成してもよい。
【０００９】
　前記関連音響コンテンツ提供システムは、有線通信網を介して前記サービスサーバーと
接続され、前記音楽ファイルに対応する音源を前記サービスサーバーに送信するアプリケ
ーションサーバーをさらに備え、前記終端端末は、音楽ファイルの区間を示すオフセット
情報を前記サービスサーバーに転送し、前記サービスサーバーは、前記オフセット情報を
基にアプリケーションサーバーから音源を検索し、検索済みの音源からオフセット情報に
対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成してもよい。
【００１０】
　前記関連音響コンテンツ提供システムは、移動通信網または有線通信網を介して前記サ
ービスサーバーと接続され、前記サービスサーバーから移動通信端末に関連音響コンテン
ツが提供された場合に、前記移動通信端末に対して課金を行う課金サーバーをさらに備え
ていてもよい。
【００１１】
　上述した目的を達成するために、本発明の他の実施形態に係る関連音響コンテンツの提
供方法は、終端端末が近距離通信網を介して移動通信端末に接続され、前記移動通信端末
とサービスサーバーとが移動通信網を介して接続され、前記サービスサーバーとアプリケ
ーションサーバーとが有線通信網を介して接続されたシステムによる関連音響コンテンツ
の提供方法において、ａ）前記終端端末が移動通信端末を介してサービスサーバーに接続
されるステップと、ｂ）前記終端端末が音楽ファイルに対する関連音響コンテンツの提供
をサービスサーバーに要請するステップと、ｃ）前記終端端末が音楽ファイル情報をサー
ビスサーバーに送信するステップと、ｄ）前記サービスサーバーが音楽ファイル情報を基
に関連音響コンテンツを生成するステップと、ｅ）前記サービスサーバーが関連音響コン
テンツを移動通信端末に送信するステップと、を含む。
【００１２】
　前記関連音響コンテンツの提供方法は、ｄ－１）前記ステップｄ）において生成された
関連音響コンテンツを移動通信端末のハードウェア仕様に応じて変換するステップをさら
に含んでいてもよい。
【００１３】
　前記関連音響コンテンツの提供方法は、前記ステップｂ）において、前記終端端末は、
音楽ファイルの一部を前記サービスサーバーに転送し、前記ステップｄ）において、前記
サービスサーバーは、受信した音楽ファイルの一部を用いて関連音響コンテンツを生成し
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てもよい。
【００１４】
　前記関連音響コンテンツの提供方法は、前記ステップｂ）において、前記終端端末は、
音楽ファイルの区間を示すオフセット情報を前記サービスサーバーに転送し、前記ステッ
プｄ）において、前記サービスサーバーは、アプリケーションサーバーから音源を検索し
、検索済みの音源からオフセット情報に対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成
してもよい。
【００１５】
　前記関連音響コンテンツの提供方法は、ｆ）前記サービスサーバーが前記終端端末に結
果メッセージを送信するステップをさらに含んでいてもよい。
【００１６】
　上述した目的を達成するために、本発明のさらに他の実施形態に係る関連音響コンテン
ツ提供サービスサーバーは、移動通信網を介してデータを送受信する通信部と、前記通信
部を介して受信された移動通信端末の情報を管理する移動通信端末管理部と、前記通信部
を介して受信された終端端末の情報を管理する終端端末管理部と、前記移動通信端末と終
端端末との間の通信を中継する近距離通信網の情報を管理する近距離通信網管理部と、前
記移動通信端末の情報、終端端末の情報および近距離通信網の情報を記憶する記憶部と、
各構成要素の動作を制御するが、前記終端端末から関連音響コンテンツの送信要請を受け
た場合に、前記終端端末から受信した音楽ファイルを基に関連音響コンテンツを生成し、
前記通信部が生成された関連音響コンテンツを移動通信端末に送信するように制御する制
御部と、を備える。
【００１７】
　前記関連音響コンテンツ提供サービスサーバーにおいて、前記制御部は、前記移動通信
端末管理部において管理される移動通信端末のハードウェア仕様情報を基に、前記関連音
響コンテンツの変換要否を判断し、前記判断の結果、変換する必要がある場合に、関連音
響コンテンツを変換する動作をさらに行ってもよい。
【００１８】
　前記関連音響コンテンツ提供サービスサーバーにおいて、前記制御部は、前記終端端末
から音楽ファイルの区間を示すオフセット情報のみを受信した場合に、アプリケーション
サーバーから音源を検索し、検索済みの音源からオフセット情報に対応する区間に対して
関連音響コンテンツを生成してもよい。
【００１９】
　上述した目的を達成するために、本発明のさらに他の実施形態に係る関連音響コンテン
ツ要請終端端末は、近距離通信網を介してデータを送受信する通信部と、ユーザーの指令
が入力される入力部と、音楽ファイルを再生する再生部と、各構成要素の動作を制御する
が、入力部を介して入力されたユーザーの指令に応じて、音楽ファイルに対する関連音響
コンテンツを移動通信端末に送信することを要請するメッセージを移動通信端末を介して
サービスサーバーに送信する制御部と、を備える。
【００２０】
　前記関連音響コンテンツ要請終端端末において、前記制御部は、前記通信部が音楽ファ
イルの一部をサービスサーバーに送信するように制御してもよい。
【００２１】
　前記関連音響コンテンツ要請終端端末において、前記制御部は、前記通信部が音楽ファ
イルの区間を示すオフセット情報をサービスサーバーに送信するように制御してもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ提供システムのブロック図である。
【図２】図１における移動通信端末の詳細ブロック図である。
【図３】本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツの提供方法のフローチャートである
。
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【図４】本発明の実施形態に係るサービスサーバーの詳細ブロック図である。
【図５】本発明の実施形態に係る終端端末の詳細ブロック図である。
【図６】本発明のための初期設定過程を示すフローチャートである。
【図７】本発明の適用例による終端端末における表示装置の画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、添付図面に基づき、本発明の実施形態を説明する。
　以下、本発明を説明するに当たって、関連された公知機能または構成に関する具体的な
説明が本発明の要旨を余計に曖昧にする虞があると認められる場合にはその詳細な説明は
省略する。なお、後述する用語は本発明における機能を考慮して設定された用語であり、
これらの用語は製品を生産する生産者の意図または慣例によって異なり、用語の定義は本
明細書全般に亘っての内容に基づいて下されるべきである。
【００２４】
　まず、図１、図２および図６に基づき、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ提
供システムを説明する。
【００２５】
　図１は、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ提供システムのブロック図であり
、図２は、図１における移動通信端末の詳細ブロック図であり、図６は、本発明のための
初期設定過程を示すフローチャートである。
【００２６】
　ここで、前記関連音響コンテンツ提供システム１００は、効率よい接続経路推奨のため
に、図６に示す初期設定過程を経ることとなる。
【００２７】
　ステップ１において、終端端末１５０は、サービス利用のために、サービスサーバー１
１０に接続されたゲートウェイ役割を果たす移動通信端末を検索する（ステップＳ１０）
。
【００２８】
　ステップ２において、終端端末１５０は、ステップ１において検索された移動通信端末
にサービスを要請する。このとき、終端端末は、サービス利用のためのアカウント情報（
ＩＤ）などを一緒に送信する（Ｓ２０）。
【００２９】
　ステップ３において、移動通信端末は、終端端末からサービス要請を受けると、終端端
末１５０がサービスを利用できるか否かを判断する（Ｓ３０）。
【００３０】
　ステップ４において、ステップ３における判断の結果、終端端末１５０がサービスを利
用可能であると判断された場合に、移動通信端末は終端端末１５０にサービスを利用可能
である旨の認証メッセージを送信する（Ｓ４０）。これに対し、ステップ３における判断
の結果、終端端末１５０がサービスを利用不可であると判断された場合に、移動通信端末
は終端端末にサービスが利用不可である旨のメッセージを送信し、前記初期設定過程を終
了する。
【００３１】
　ステップ５において、終端端末１５０は、自分のアカウント情報（ＩＤ）を送信する（
Ｓ５０）。
【００３２】
　ステップ６において、移動通信端末は、終端端末１５０から送信されるアカウント情報
のフォーマットが、サービスサーバーから発給されたものと一致するか否かをチェックし
、アカウント情報のフォーマットがサービスサーバーから発給されたものと一致する場合
に、終端端末１５０にサービスが利用可能である旨の認証メッセージを送信する（Ｓ６０
、Ｓ７０）。これに対し、アカウント情報のフォーマットがサービスサーバーから発給さ
れたものと一致しない場合に、移動通信端末は終端端末にサービスが利用不可である旨の
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メッセージを送信し、前記初期設定過程を終了する。
【００３３】
　ステップ７において、移動通信端末は、サービスサーバー１１０に、自分および終端端
末１５０の認証情報およびアカウント情報（ＩＤ）を送信する（Ｓ８０）。
【００３４】
　ステップ８において、サービスサーバー１１０は、アカウント情報をチェックしてサー
ビスの利用可否を判断する（Ｓ９０）。
【００３５】
　ステップ９において、前記判断ステップにおける判断の結果、移動通信端末および終端
端末１５０がいずれも使用可能であると判断された場合に、サービスサーバー１００はこ
れを終端端末に報知してサービスを利用するようにする（Ｓ９５）。
【００３６】
　図１に示すように、本実施形態に係る関連音響コンテンツ提供システム１００（以下、
説明の便宜のために、特に言及のない限り、「関連音響コンテンツ提供システム」は、「
提供システム」と略称する。）は、有線通信網１０１および／または移動通信網１０２を
介してサービスサーバー１１０と、アプリケーションサーバー１２０および課金サーバー
１３０が接続され、移動通信網１０２を介してサービスサーバー１１０と移動通信端末１
４０とが接続され、近距離通信網１０３を介して移動通信端末１４０と終端端末１５０と
が接続された構成を有する。このとき、近距離通信網１０３としては、無線ＬＡＮ、ブル
ーテゥース、ＵＷＢなどが使用可能である。なお、アプリケーションサーバー１２０およ
び／または課金サーバー１３０はサービスサーバー１１０の構成要素として含まれる。
【００３７】
　終端端末１５０は、再生中または記憶中の音楽ファイルに対応し、移動通信端末１４０
の利用中に用いられる関連音響コンテンツを移動通信端末に送信することをサービスサー
バーに要請する。このとき、終端端末１５０としては、近距離通信網１０３の接続のため
の通信部を有するＭＰ３プレーヤー、ＰＭＰ、ＵＭＰＣなどが使用可能である。ここで、
関連音響コンテンツとは、移動通信端末の利用中に使用可能な着うた、着メロ、着信音、
受信音、動作音などの音響効果のことを言う。本明細書全般に亘って、「関連音響コンテ
ンツ」は音楽ファイルの一部の区間を意味することに留意されたい。終端端末１５０は、
音楽ファイルの一部または音楽ファイルの区間を示すオフセット情報を音楽ファイル情報
としてサービスサーバー１１０に送信する。
【００３８】
　移動通信端末１４０は、終端端末１５０とサービスサーバー１１０との間のデータの転
送を司り、サービスサーバー１１０から関連音響コンテンツをダウンロードして使用する
。図２に基づき、移動通信端末１４０の構成を説明すると、第１の通信部１４１は、移動
通信網１０２を介してデータを送受信する。第２の通信部１４２は、近距離通信網１０３
を介してデータを送受信する。様々な近距離通信網の種類に対応するために、第２の通信
部１４２は２以上の近距離通信網規格を有する。終端端末管理部１４３は、終端端末の情
報を記憶する。制御部１４４は、各構成要素の動作を制御する。記憶部１４５は、終端端
末の情報を記憶する。
【００３９】
　サービスサーバー１１０は、終端端末１５０の関連音響コンテンツの送信要請を受けて
音楽ファイルに対応する関連音響コンテンツを移動通信端末１４０に送信する。サービス
サーバー１１０は、終端端末１５０から音楽ファイルの一部を音楽ファイル情報として受
信した場合に、これを基に関連音響コンテンツを生成する。また、サービスサーバー１１
０が音楽ファイルの区間を示すオフセット情報を音楽ファイル情報として受信した場合に
、オフセット情報を基にアプリケーションサーバー１２０から音源を検索し、検索済みの
音源からオフセット情報に対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成してもよい。
【００４０】
　アプリケーションサーバー１２０は、音楽ファイルに対応する音源をサービスサーバー
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１１０に送信する。
【００４１】
　課金サーバー１３０は、サービスサーバー１１０から移動通信端末１４０に関連音響コ
ンテンツが提供された場合に、移動通信端末１４０に対して課金を行う。
【００４２】
　以下、図３に基づき、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツの提供方法を説明す
る。
【００４３】
　図３は、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツの提供方法のフローチャートであ
る。
【００４４】
　図３に示すように、本実施形態に係る関連音響コンテンツの提供方法（以下、説明の便
宜のために、特に言及のない限り、「関連音響コンテンツの提供方法」は、「提供方法」
と略称する。）は、終端端末が近距離通信網を介して移動通信端末に接続され、移動通信
端末とサービスサーバーとが移動通信網を介して接続され、サービスサーバーとアプリケ
ーションサーバーとが有線通信網を介して接続されたシステムに適用される。
【００４５】
　ステップ１において、終端端末が移動通信端末を介してサービスサーバーに接続される
（Ｓ１００）。
【００４６】
　ステップ２において、終端端末が音楽ファイルに対する関連音響コンテンツの提供をサ
ービスサーバーに要請する（Ｓ１１０）。
【００４７】
　ステップ３において、終端端末が音楽ファイル情報をサービスサーバーに送信する（Ｓ
１２０）。このとき、送信される音楽ファイル情報は、音楽ファイルの一部または音楽フ
ァイルの区間を示すオフセット情報である。
【００４８】
　ステップ４において、サービスサーバーが音楽ファイル情報を基に関連音響コンテンツ
を生成する（Ｓ１３０）。ステップ３において音楽ファイルの一部を受信した場合に、サ
ービスサーバーはこれを用いて関連音響コンテンツを生成する。これに対し、ステップ３
においてオフセット情報を受信した場合に、サービスサーバーはアプリケーションサーバ
ーから音源を検索し、検索済みの音源からオフセット情報に対応する区間に対して関連音
響コンテンツを生成する。
【００４９】
　ステップ５において、関連音響コンテンツを移動通信端末のハードウェア仕様に応じて
変換する（Ｓ１４０）。移動通信端末は、製造者、製造日などによって様々なハードウェ
ア仕様を有している。このため、サービスサーバーは、移動通信端末において認識および
使用可能なフォーマットに関連音響コンテンツを変換する必要がある。
【００５０】
　ステップ６において、サービスサーバーが関連音響コンテンツを移動通信端末に送信す
る（Ｓ１５０）。このとき、送信が完了後、サービスサーバーは終端端末に結果メッセー
ジを送信してもよい。
【００５１】
　ステップ７において、移動通信端末が受信した関連音響コンテンツを適用する（Ｓ１６
０）。
【００５２】
　以下、図４に基づき、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ提供サービスサーバ
ーを説明する。
【００５３】
　図４は、本発明の実施形態に係るサービスサーバーの詳細ブロック図である。
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　図４に示すように、本実施形態に係る関連音響コンテンツ提供サービスサーバー１１０
（以下、説明の便宜のために、特に言及のない限り、「関連音響コンテンツ提供サービス
サーバー」は、「サービスサーバー」と略称する。）における通信部１１１は、移動通信
網を介してデータを送受信する。
【００５４】
　移動通信端末管理部１１２は、通信部１１１を介して受信された移動通信端末の情報を
管理する。このとき、移動通信端末の情報としては、移動通信端末の機種、ハードウェア
仕様、移動通信端末のユーザー情報、使用料金制の種類などが挙げられる。
【００５５】
　終端端末管理部１１３は、通信部１１１を介して受信された第１の終端端末および第２
の終端端末の情報を管理する。このとき、終端端末の情報としては、終端端末の機種、ハ
ードウェア仕様、終端端末の固有アカウントなどが挙げられる。
【００５６】
　近距離通信網管理部１１４は、移動通信端末と終端端末との間の通信を中継する近距離
通信網の情報を管理する。このとき、近距離通信網の情報としては、通信網の規格、ログ
インが必要となる場合にはログインアカウントなどが挙げられる。
【００５７】
　記憶部１１６は、移動通信端末の情報、終端端末の情報および近距離通信網の情報を記
憶する。
【００５８】
　制御部１１５は、各構成要素の動作を制御するが、終端端末から関連音響コンテンツの
送信要請を受けた場合に、終端端末から受信した音楽ファイルを基に関連音響コンテンツ
を生成し、通信部１１１によって生成された関連音響コンテンツを移動通信端末に送信す
るように制御する。ここで、制御部１１５は、移動通信端末管理部１１２において管理さ
れる移動通信端末のハードウェア仕様情報を基に関連音響コンテンツの変換要否を判断し
、前記判断の結果、変換する必要がある場合に、関連音響コンテンツを変換する動作をさ
らに行うことが好ましい。また、制御部１１５が終端端末から音楽ファイルの区間を示す
オフセット情報のみを受信した場合に、アプリケーションサーバーから音源を検索し、検
索済みの音源からオフセット情報に対応する区間に対して関連音響コンテンツを生成する
。
【００５９】
　以下、図５に基づき、本発明の実施形態に係る関連音響コンテンツ要請終端端末を説明
する。
　図５は、本発明の実施形態に係る終端端末の詳細ブロック図である。
　図５に示すように、本実施形態に係る関連音響コンテンツ要請終端端末１５０（以下、
説明の便宜のために、特に言及のない限り、「関連音響コンテンツ要請終端端末」は、「
終端端末」と略称する。）における通信部１５１は、近距離通信網を介してデータを送受
信する。
【００６０】
　入力部１５２には、ユーザーの指令が入力される。このとき、入力部１５２としては、
スイッチ、キーパッド、キーボード、タッチスクリーンなどの入力手段が使用可能である
。
【００６１】
　再生部１５３は、音楽ファイルを再生する。
　制御部１５４は、各構成要素の動作を制御するが、入力部１５１を介して入力されたユ
ーザーの指令に応じて、音楽ファイルに対する関連音響コンテンツを移動通信端末に送信
することを要請するメッセージを移動通信端末を介してサービスサーバーに送信する。こ
のとき、制御部１５４は、通信部１５１が音楽ファイルの一部をサービスサーバーに送信
するように制御してもよく、音楽ファイルの区間を示すオフセット情報をサービスサーバ
ーに送信するように制御してもよい。音楽ファイルの一部を送信する場合に、サービスサ
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ーバーは、アプリケーションサーバーから音源を検索してダウンロードする過程を省略し
てもよい。これに対し、オフセット情報を送信する場合に、終端端末からサービスサーバ
ーへのデータ転送量を減らすことができるという利点がある。
【００６２】
　以下、図７に基づき、本発明の適用例を説明する。
　図７は、本発明の適用例による終端端末における表示装置の画面を示す図である。
　ステップ１において、ユーザーが終端端末を介して音楽ファイルを再生する。
　ステップ２において、ユーザーが自分の気に入る音楽ファイルの一部を移動通信端末の
音響効果として使用したい場合に、終端端末を操作して音楽ファイルの所定の区間を選択
する。このときの状態が図７に示してある。図７に示すように、終端端末の表示装置２０
０にはコンテンツ情報表示領域２０１が位置し、区間を表示するバー２０２が存在し、ユ
ーザーによる選択区間２０３がバーに再表示される。一方、表示された区間は数字で再表
示２０４されてユーザーに確認し易くする。ユーザーが区間を選択すれば、ポップアップ
ウィンドウ２０５が表示され、ポップアップウィンドウ２０５の内容のうちユーザーが所
望する動作を画面タッチや入力装置の操作によって選択する。
【００６３】
　ステップ３において、ユーザーが移動通信端末を介してサービスサーバーに音楽ファイ
ルの所定区間のファイルまたはオフセット情報を送信し、関連音響コンテンツの提供を要
請する。
【００６４】
　ステップ４において、サービスサーバーが音楽ファイルの所定区間のファイルを受信し
た場合に、これを基に関連音響コンテンツを生成し、移動通信端末のハードウェア仕様に
応じて変換する。
【００６５】
　ステップ５において、サービスサーバーが関連音響コンテンツを移動通信端末に送信し
、結果メッセージを終端端末に送信する。
【００６６】
　ステップ６において、結果メッセージを受信したユーザーは、移動通信端末に送信され
た関連音響コンテンツを移動通信端末の利用中に用いられる音響効果に適用する。
【００６７】
　ステップ７において、サービスサーバーがオフセット情報を受信した場合に、アプリケ
ーションサーバーから音源を検索し、この音源からオフセット情報に相当する区間を分離
した後、分離した区間に基づいて関連音響コンテンツを生成し、移動通信端末のハードウ
ェア仕様に応じて変換する。以降は、上述したステップ５およびステップ６と同じステッ
プを行う。
【００６８】
　これにより、ユーザーは高度のコンピューター操作技術やファイル知識がなくても音楽
ファイルの特定の位置に相当する音響を移動通信端末の音響効果として使用することが可
能となる。
【００６９】
　以上、本発明の実施形態を添付図面に基づいて説明した。
　しかしながら、本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく、必要に応じて
、当業者にとって特許請求の範囲の精神及び思想内において様々な修正および変更が可能
であることに留意されたい。
【産業上の利用可能性】
【００７０】
　本発明によれば、ユーザーがサービスサーバーに終端端末を用いて再生中または記憶中
の音楽ファイルの全部または一部やオフセット情報を送信するだけで、移動通信端末にお
いて使用可能な関連音響コンテンツが提供される技術を提供する。
【符号の説明】
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【００７１】
　１００　提供システム
　１０１　有線通信網
　１０２　移動通信網
　１０３　近距離通信網
　１１０　サービスサーバー
　１２０　アプリケーションサーバー
　１３０　課金サーバー
　１４０　移動通信端末
　１５０　終端端末
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【図５】



(17) JP 2012-509637 A 2012.4.19

【図６】

【図７】



(18) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40

【国際調査報告】



(19) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(20) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(21) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(22) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(23) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(24) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

40



(25) JP 2012-509637 A 2012.4.19

10

20

30

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,SE,SI,S
K,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BH,BR,
BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,IL,IN,I
S,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PE,PG
,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,ZM,ZW

（特許庁注：以下のものは登録商標）
１．着うた
２．着メロ

(74)代理人  100091339
            弁理士　清水　邦明
(74)代理人  100094673
            弁理士　林　鉐三
(74)代理人  100159525
            弁理士　大日方　和幸
(74)代理人  100138346
            弁理士　畑中　孝之
(74)代理人  100172845
            弁理士　亀山　育也
(72)発明者  イ、ジョン　フン
            大韓民国、ソウル、ソチョ　－　グ、チャモン　－　ドン、ノコン　ハンシン　アパートメント、
            １０２－１５０３
(72)発明者  ユー、ジョン　ミン
            大韓民国、ソウル、マポ　－　グ、トチョン　－　ドン、ハンガン　サムスン　アパートメント、
            １０２－２７０３
(72)発明者  キム、イン　ファン
            大韓民国、ソウル、ヨンドゥンポ　－　グ、シンギル　５－ドン、３３７－１１０、２エフ
Ｆターム(参考) 5K067 AA34  BB01  EE02  EE10  EE12  EE16  EE35  FF02 
　　　　 　　  5K127 AA36  BA03  BB24  BB33  CB34  DA15  GA18  GD09  KA01  KA02 
　　　　 　　        MA14 
　　　　 　　  5K201 BA05  BA09  EA07  EB07  EC06  ED05 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

